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県
立
農
学
校
　
新
校
舎
建
築

　

今
か
ら
百
二
十
年
前
の
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
月
、

富
山
県
立
農
学
校
（
現
、
南
砺
福
野
高
等
学
校
）
の
本
館
が
竣
工

し
ま
し
た
。
現
在
の
巖
浄
閣
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
と
な
る
校

舎
で
す
。
こ
の
図
面
に
は
「
将
来
校
舎
校
地
完
成
図
」
と
あ
り
、

完
成
前
の
様
子
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
明
治
二
十
七
年
十
月
に
富
山
県
簡
易
農
学
校
と
し
て

発
足
し
、
三
十
一
年
に
富
山
県
農
学
校
、
さ
ら
に
三
十
四
年
十
月

に
富
山
県
立
農
学
校
と
改
称
し
て
い
ま
す
。

　

図
の
右
（
西
）
側
に
「
現
在
校
舎
図
」
と
あ
り
、
当
時
の
農
学

校
の
校
舎
が
、
現
在
の
福
野
中
学
校
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
も
と
は
郡
設
「
砺
波
小
学
校
」
の
校
舎
・
敷
地
で

し
た
が
、
福
野
町
か
ら
県
に
寄
付
さ
れ
、
簡
易
農
学
校
創
校
以
来

こ
の
旧
校
舎
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
老
朽
化
と
生
徒
数
増
加

に
よ
る
狭
隘
化
の
た
め
、
現
在
の
敷
地
に
新
校
舎
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
明
治
三
十
五
年
九
月
に
工
事
の
入

札
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
図
面
は
そ
の
頃
に
描
か
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
元
の
校
舎
が
あ
っ
た
敷
地
は
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
に
福
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
売
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
図
面
に
は
、
私
設
中
越
鉄
道
（
現
、
Ｊ
Ｒ
城
端
線
）
の
路

線
が
農
学
校
の
敷
地
の
中
を
貫
通
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
越
鉄

道
側
が
明
治
三
十
年
五
月
の
鉄
道
開
業
に
向
け
て
工
事
を
進
め
た

た
め
、
用
地
交
換
に
よ
り
対
応
し
た
も
の
で
す
。

　

冨
田
家
文
書
に
は
、
他
に
も
富
山
県
師
範
学
校
（
現
、
富
山
大

学
教
育
学
部
）、
富
山
県
工
芸
学
校
（
現
、
高
岡
工
芸
高
等
学
校
）、

農
学
校
八
尾
分
校
、富
山
県
高
岡
中
学
校
（
現
、高
岡
高
等
学
校
）

の
図
面
も
あ
り
、
本
県
の
教
育
史
の
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と

い
え
ま
す
。『
富
山
県
議
会
史
』
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
二
年
九

月
か
ら
三
十
六
年
九
月
ま
で
富
田
芳
太
郎
氏
が
県
議
会
議
員
と
し

て
在
職
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
議
員
在
職

の
間
に
教
育
行
政
に
関
与
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
図
面
が
冨
田

家
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
年
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
日
本
で
開
催
さ
れ
、
富
山
市
・
金
沢

市
に
お
い
て
教
育
大
臣
会
合
が
五
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
〜

十
一
月
の
国
立
公
文
書
館
と
共
同
開
催
の
企
画
展
で
も
近
代
教
育

の
あ
ゆ
み
に
関
す
る
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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富
山
県
で
は
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
社
会
経
済
構

造
の
変
革
や
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ａ
Ｉ
化
の

進
展
、
脱
炭
素
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ
た

世
界
的
な
潮
流
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

成
長
戦
略
と
し
て
県
民
の
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ（
真
の
幸
せ
）」
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
戦
略
の
基

盤
と
な
る
の
が
「
人
づ
く
り
」
で
あ
り
、

次
世
代
の
人
材
が
富
山
で
育
ち
、
ま
た
、

県
外
か
ら
も
富
山
に
あ
る
幸
せ
に
引
き

寄
せ
ら
れ
集
積
す
る
こ
と
が
核
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

五
月
に
富
山
、
石
川
両
県
で
開
催
さ

れ
た
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
教
育
相
会

合
は
、
今
後
の
「
人
づ
く
り
」
を
考
え

る
好
機
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
両

県
の
中
高
生
が
、
よ
り
良
い
未
来
に
向

け
行
動
目
標
を
ま
と
め
た
「
富
山
・
金

沢
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
書
」
で
は
、

コ
ロ
ナ
下
の
困
難
な
状
況
で
学
び
、
教

育
を
考
え
て
き
た
生
徒
た
ち
の
思
い
が
、

各
国
の
大
臣
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

当
館
で
も
、「
人
づ
く
り
」
へ
の
貢

献
は
大
切
な
役
割
と
考
え
て
お
り
、
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
今
秋
に
、
我
が
国
及
び
本
県
が

近
代
化
を
進
め
た
明
治
以
降
の
時
代
を
、

「
教
育
」
の
視
点
か
ら
振
り
返
る
企
画

展
を
国
立
公
文
書
館
と
共
同
開
催
い
た

し
ま
す
。
現
在
の
教
育
の
礎
と
な
っ
た

制
度
や
、
郷
土
の
先
人
達
の
教
育
に
か

け
る
思
い
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
、
今
年
は
富
山
県
が
誕
生
し

て
一
四
〇
年
の
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

石
川
県
か
ら
分
離
独
立
し
た
当
時
、
県

民
か
ら
の
熱
烈
な
要
望
に
よ
り
、
明
治

十
八
年
に
県
内
初
の
県
立
中
学
校
（
現

在
の
富
山
高
校
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

近
代
の
教
育
の
歩
み
を
振
り
返
る
こ
と

で
、
今
後
の
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る

良
い
機
会
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
し

て
、
本
年
四
月
か
ら
「
富
山
県
公
文
書

館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
重

要
な
歴
史
資
料
等
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
化

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般
公
開
す

る
も
の
で
す
。
非
来
館
型
・
非
接
触
型

と
い
っ
た
利
用
形
態
へ
の
対
応
に
加
え
、

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
が

普
及
し
て
い
る
中
、
次
代
を
担
う
児
童

生
徒
の
歴
史
や
郷
土
学
習
な
ど
に
も
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
、
さ

ら
に
公
開
デ
ー
タ
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
教
育
機
関
と
の
連
携
で
は
、

公
文
書
館
で
の
施
設
見
学
・
校
外
学
習

に
つ
い
て
、
学
校
側
の
目
的
に
沿
っ
た

形
で
受
入
れ
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
当

館
所
蔵
史
資
料
の
教
材
化
と
学
校
現
場

へ
の
提
供
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
当
館
史
資
料
等
の
幅
広

い
活
用
と
将
来
の
「
人
づ
く
り
」
へ
の

一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

去
る
五
月
十
八
日
（
木
）
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
、
富
山
県
歴
史
資
料
保
存

利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
富
史
料
協
）

の
総
会
と
講
演
会
が
、
当
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
会
員
四
十
四

機
関
中
、
二
十
七
機
関
（
う
ち
オ
ン
ラ

イ
ン
二
機
関
）
二
十
八
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
会
長
で
あ
る
藤
本
治
男

富
山
県
公
文
書
館
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

令
和
五
年
度
の
役
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
藤
本
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、議
案
第
一
号
令
和
四
年

度
事
業
報
告
、
議
案
第
二
号
令
和
四
年

度
収
支
決
算
報
告（
監
査
報
告
）、
議
案

第
三
号
令
和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）、

議
案
第
四
号
令
和
五
年
度
収
支
予
算

（
案
）が
審
議
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公

文
書
館
業
務
課
電
子
公
文
書
係
長
の
篠

原
佐
和
子
氏
よ
り
「
国
立
公
文
書
館
に

お
け
る
電
子
公
文
書
の
保
存
・
利
用
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
電
子
公
文
書
等
の
保

存
・
利
用
の
基
本
的
な
考
え
方
や
根
拠

法
令
等
を
確
認
し
た
後
、
移
管
・
保
存
・

利
用
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な
考
え
方
と

移
管
・
受
け
入
れ
・
保
存
・
公
開
ま
で

の
一
連
の
業
務
の
流
れ
を
、
実
務
上
の

具
体
的
な
苦
労
話
や
課
題
も
交
え
な
が

ら
、
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
知
識
や
技
術

が
完
全
に
確
立
す
る
の
を
待
つ
こ
と
な

く
、「
今
実
行
で
き
る
こ
と
か
ら
着
手
す

る
」
と
い
う
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

館
長

　藤
本

　治
男

館
長

　藤
本

　治
男

公
文
書
館
の
活
用
と

　
　
　
　
　「人
づ
く
り
」

富史料協総会

篠原佐和子氏
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置
県
百
四
十
年
記
念
講
演
会
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
『
記
録
を
守
り
、

歴
史
を
知
り
、
未
来
へ
繋
ぐ
』
を
六
月

四
日
（
日
）
に
、
富
山
国
際
会
議
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

藤
本
治
男
富
山
県
公
文
書
館
館
長
が

司
会
を
務
め
、
南
里
明
日
香
富
山
県
経

営
管
理
部
長
の
主
催
者
挨
拶
に
よ
り
開

会
し
ま
し
た
。

　

前
半
は

ま
ず
、
富

山
大
学
学

術
研
究
部

人
文
科
学

系
講
師
の

長
村
祥
知

氏
が
『
古
文
書
の
危
機
に
先
人
達
は
ど

う
し
た
⁉
』
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
歴
史
は
史
料
が
な
い
と
わ

か
ら
な
い
と
い
う
研
究
者
と
し
て
の
立

場
か
ら
、
平
安
時
代
以
降
、
文
献
史
料

が
失
わ
れ
て
き
た
原
因
と
し
て
、火
災
・

戦
乱
・
盗
難
の
ほ
か
に
、
社
会
や
組
織

の
あ
り
方
の
現
代
と
の
違
い
を
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　

古
代
・
中
世
の
朝
廷
や
鎌
倉
幕
府
、

室
町
幕
府
の
文
書
は
、「
公
的
機
関
の

公
文
書
」
と
し
て
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、

重
要
文
書
は
、
基
本
的
に
各
組
織
の
担

当
者
の
「
家
」
で
世
襲
的
に
管
理
さ
れ

て
き
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

具
体
的
な
例
と
し
て
、
京
都
府
立
京

都
学
・
歴
彩
館
「
東
寺
百
合
文
書
」
に

伝
わ
る
「
奉
行
合
点
状
」
や
「
手
文
箱

送
進
状
」
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
昭
和
女
子
大
学
総
長
の
坂

東
眞
理
子
氏
が
『
後
世
を
意
識
し
て
生

き
る
た
め
の
公
文
書
』
と
題
し
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
坂
東
氏
は
、
国
立
公

文
書
館
次
長
を
務
め
ら
れ
た
経
験
か
ら
、

煩
を
厭
わ
な
い
先
人
の
努
力
の
お
か
げ

で
公
文
書
、
歴
史
と
い
う
も
の
が
積
み

重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
れ
て
お

り
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
公
文
書
を

保
存
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
評
価
・

選
別
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、

社
会
が
変

化
し
て
い

く
と
文
書

の
価
値
や

保
存
期
間

も
変
化
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
こ
と

に
も
触
れ
、
価
値
の
あ
る
文
書
か
判
断

し
て
選
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
に
、
国
な
ど
の
行
政

機
関
だ
け
で
な
く
、
大
学
や
民
間
企
業
、

地
方
の
公
文
書
館
等
の
実
務
担
当
者
を

対
象
に
し
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
昭
和
女
子
大
学
に
設
け
た
こ

と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
長
村
祥
知
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
坂
東
氏
の
他
に
、

国
立
公
文
書
館
上
席
公
文
書
専
門
官
の

小
宮
山
敏
和
氏
と
、
長
野
県
立
歴
史
館

文
献
史
料
課
長
の
村
石
正
行
氏
が
パ
ネ

リ
ス
ト
に
加
わ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
小
宮
山
氏
が
、
国
立
公
文
書

館
の
概
要
、
紅
葉
山
文
庫
の
形
成
と
変

遷
、
紅
葉
山
文
庫
の
利
用
状
況
と
管
理

と
担
い
手
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
史
料

を
評
価
・
選
別
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
村
石
氏
が
、
長
野
県
に
は
全

国
最
多
の
十
の
市
町
村
に
公
文
書
館
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
要
因
と

し
て
、
栗
岩
英
治
氏
の
功
績
を
挙
げ
、

彼
が
県
史
編
纂
の
た
め
に
史
料
収
集
に

努
め
た
こ
と
、
ま
た
、
後
進
の
育
成
に

も
努
め
、
そ
の
た
め
に
「
信
濃
講
座
」

を
開
設
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
貴
重
な
地
域
史
料
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
「
公
文
書

館
は
地
域
資
源
を
守
る
最
後
の
砦
」
で

あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後

の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、

貴
重
な
公

文
書
や
歴

史
資
料
を

ど
の
よ
う

に
守
り
将

来
に
つ
な

い
で
い
く

か
、
そ
の

た
め
に
、

若
い
人
材

を
育
成
・
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や

現
在
の
立
場
か
ら
、
お
話
し
い
た
だ
き

議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
を
担
う
若
い
世
代
へ
向

け
て
、
古
文
書
に
触
れ
る
こ
と
で
歴
史

の
楽
し
さ
や
面
白
さ
が
わ
か
る
こ
と
、

歴
史
だ
け
で
な
く
様
々
な
分
野
を
学
ぶ

こ
と
で
史
料
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
、
直
接
役
に
立
た
な
い

と
思
っ
て
い
た
知
識
が
の
ち
に
思
わ
ぬ

機
会
に
役
に
立
っ
た
こ
と
、
地
域
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
で
今
ま
で
気
が
つ
か
な

か
っ
た
地
域
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
記
録
を
守
り
、
歴
史
を
知
り
、
未
来
へ
繋
ぐ
』

『
記
録
を
守
り
、
歴
史
を
知
り
、
未
来
へ
繋
ぐ
』

置
県
１
４
０
年
記
念
講
演
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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長村祥知氏

坂東眞理子氏

パネルディスカッションの様子



　

五
月
二
十
五
日
（
木
）
の
第
一
回
は
、

富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
の

河
西
健
二
氏
を
講
師
に
、｢
縄
文
時
代

小
竹
ム
ラ
の
暮
ら
し
を
考
え
る｣
と
題

し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
竹
貝
塚
は
、
富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
呉
羽
丘
陵
と
、
そ
の
北
側

に
広
が
る
射
水
平
野
と
の
接
点
に
あ
り
、

縄
文
時
代
前
期
後
葉
（
約
六
千
年
前
）

を
中
心
に
五
〇
〇
年
間
営
ま
れ
た
遺
跡

で
す
。

　

平
成
二
十
一
・
二
十
二
年
度
の
北
陸

新
幹
線
建
設
工
事
に
先
立
つ
発
掘
調
査

で
、
貝
塚
は
現
地
表
下
約
二
メ
ー
ト
ル

に
広
が
り
、
貝
殻
の
廃
棄
域
以
外
に
も
、

墓
域
・
居
住
域
・
生
産
加
工
域
な
ど
を

も
つ
通
年
定
住
型
の
集
落
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
墓
域
か
ら
は
、
縄

文
時
代
前
期
と
し
て
は
全
国
最
多
と
な

る
九
十
一
体
の
埋
葬
人
骨
が
出
土
し
た

他
、
木
製
品
や
骨
角
器
な
ど
、
残
り
に

く
い
有
機
質
の
遺
物
が
非
常
に
良
好
な

状
態
で
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

講
義
で
は
ま
ず
「
考
古
学
を
学
び
楽

し
む
三
つ
の
段
階
」
と
し
て
①
調
査
・

発
掘
段
階
、
②
研
究
・
解
読
段
階
、
③

妄
想
・
娯

楽
段
階
が

あ
る
と
説

明
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に「
小

竹
貝
塚
の

発
掘
調
査

成
果
を
知

る
」
と
し
て
、
①
小
竹
貝
塚
の
立
地
と

発
掘
史
、
②
さ
ま
ざ
ま
な
出
土
品
、
③

多
様
な
埋
葬
人
骨
、
④
骨
の
化
学
分
析

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
最

新
の
科
学
技
術
を
用
い
た
骨
の
分
析
に

よ
り
、
今
後
、
小
竹
貝
塚
人
の
解
明
が

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

最
後
に
、「
縄
文
時
代
小
竹
ム
ラ
の

暮
ら
し
を
考
え
る
（
妄
想
す
る
）」
と

し
て
、
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
な
が
ら
、
当

時
の
暮
ら
し
の
様
相
に
つ
い
て
、
研
究

成
果
に
基
づ
く
河
西
先
生
の
考
察
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
受
講
者
も
当
時
の

暮
ら
し
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た

よ
う
で
し
た
。

　

今
回
の
講
義
を
機
に
、
小
竹
貝
塚
を

は
じ
め
富
山
県
内
の
身
近
な
遺
跡
に
つ

い
て
改
め
て
関
心
を
深
め
た
受
講
者
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

六
月
八
日
（
木
）
の
第
二
回
は
、
富

山
大
学
学
術
研
究
部
人
文
科
学
系
教
授

の
鈴
木
景
二
氏
を
講
師
に
、｢

新
発
見

の
平
安
時
代
の
稲
の
品
種
リ
ス
ト
に
つ

い
て
―
七
尾
市
矢
田
遺
跡
出
土
木
簡
―

｣

と
題
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

七
尾
市
矢
田
遺
跡
は
、
令
和
三
年
の

道
路
建
設
に
伴
う
石
川
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
掘
調
査
で
、
旧
河
川
跡
・

自
然
流
路
を
中
心
と
し
た
遺
構
群
が
検

出
さ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
・
古
墳
時
代

中
期
・
平
安
時
代
前
期
の
遺
物
が
出
土

し
た
遺
跡
で
す
。

　

講
義
で
は
、
こ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
一
つ
の
木
簡
（
木
に
字
を
書
い
た
史

料
）
に
書
か
れ
た
文
字
の
解
明
に
関
し

て
、
鈴
木
先
生
が
金
沢
大
学
の
吉
永
匡

史
准
教
授
と
共
に
検
討
に
加
わ
っ
た
経

緯
や
、
当
初
、
木
簡
の
表
面
に
書
か
れ

た
文
字
が
意
味
不
明
だ
っ
た
こ
と
、
手

掛
か
り
は
「
ナ
ガ
ヒ
コ
」
の
字
句
だ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
で
発
見
さ
れ
た
平
安

時
代
の
木
簡
の
中
に
稲
の
品
種
名
を
書

い
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
平
川
南
氏
の
研
究
を
き
っ
か
っ
け
に
、

こ
の
木
簡
の
字
句
が
稲
の
品
種
名
で
は

な
い
か
と
考
え
、戦
国
末
期
の
農
書『
清

良
記
』
や
江
戸
時
代
の
品
種
一
覧
の
記

述
と
比
較
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
、

検
討
の
結

果
、
こ
の

木
簡
は
、

そ
れ
ら
の

稲
の
品
種

が
平
安
時

代
ま
で
さ

か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
示
す
貴
重
な

初
見
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
つ

の
品
種
名
を
書
い
た
種
子
札
は
こ
れ
ま

で
あ
っ
た
が
、
複
数
の
品
種
名
を
書
き

上
げ
た
も
の
の
出
土
は
初
め
て
で
、
い

く
つ
か
の
品
種
の
併
存
、
お
よ
び
そ
れ

ら
が
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
稲
作
の
具
体
像
を
探
る
手
掛
か

り
と
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
は
、「
品
種
名
・
数
字
・
品
種
名
」

と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
四
組
書
か
れ
て

い
る
こ
と
の
意
味
や
、
共
伴
の
祭
祀
具
、

鋤
形
代
が
関
係
す
る
農
業
経
営
施
設
の

拠
点
の
解
明
が
待
た
れ
ま
す
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
古
代
米
の
定
義
や

木
簡
・
竹
簡（
竹
に
字
を
書
い
た
史
料
）

の
歴
史
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
鈴
木

先
生
か
ら
丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

木
簡
に
記
さ
れ
た
わ
ず
か
な
文
字
を

手
が
か
り
に
、
事
実
を
探
求
し
、
考
察

を
深
め
る
と
い
う
歴
史
研
究
の
面
白
さ

や
奥
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
講
義
と
な
り

ま
し
た
。
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歴
史
講
座
開
講

　当
館
で
は
毎
年
、
多
彩
な
講
師
陣
を
お
招
き
し
て
富
山
の
歴
史
を
様
々
な
テ
ー
マ
か
ら

学
ぶ
歴
史
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
対
面
講
座
（
受
講
人
数
五
十
名
）
と
、

ラ
イ
ブ
配
信
（
事
前
の
視
聴
申
し
込
み
が
必
要
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　第
一
回
と
第
二
回
の
歴
史
講
座
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

河西健二氏（第１回）

鈴木景二氏（第２回）



　

今
年
は
黒
部
市
の
宇
奈
月
温
泉
が
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
開
湯
し
て

百
年
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
に
、

当
館
所
蔵
の
地
方
自
治
法
施
行
前
公
文

書
よ
り
昭
和
前
期
ま
で
の
関
連
資
料
を

紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
・
大
正
期
は
掘
削
技
術
が
向
上

し
、
全
国
各
地
で
温
泉
の
数
が
増
加
し

ま
す
。
ま
た
温
泉
の
目
的
が
、「
湯
治
」

で
は
な
く「
観
光
」へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
時
期
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
黒
部
峡
谷
は
立
ち
入
り

を
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
黒
薙
に

熱
湯
が
豊
富
に
湧
く
こ
と
は
す
で
に
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
正
初
期
か
ら
、

そ
の
お
湯
を
引
き
湯
す
る
試
み
が
本
格

的
に
な
り
、
東
洋
ア
ル
ミ
ナ
ム
株
式
会

社
が
電
源
開
発
と
並
行
し
て
、
温
泉
の

開
発
に
も
乗
り
出
し
ま
す
。
技
師
山
田

胖ゆ
た
かが

引
き
湯
に
成
功
し
、
さ
ら
に
同
社

は
資
材
や
労
働
力
、
観
光
客
を
運
ぶ
た

め
、
大
正
九
年
に
鉄
道
敷
設
を
申
請
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
日
本
電
力
株
式
会
社
に
経
営

が
移
り
、
大
正
十
二
年
に
黒
部
鉄
道
の

三
日
市
―
桃も
も
は
ら原
（
宇
奈
月
）
間
が
開
通

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
富
山
市
か
ら
富
山
館
、
高
岡

市
か
ら
延
対
寺
別
館
な
ど
の
旅
館
が
進

出
し
て
、
宇
奈
月
温
泉
街
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

多
く
の
資
本
が
投
入
さ
れ
水
力
発
電

所
と
い
う
新
技
術
と
と
も
に
開
湯
さ
れ

た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
温
泉
の
誕
生
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

黒
部
鉄
道
を
経
営
し
た
黒
部
鉄
道
株

式
会
社
は
、
旅
館
な
ど
の
経
営
も
行
っ

て
お
り
、
大
正
十
三
年
六
〜
十
一
月
の

営
業
報
告
書
に
は
、「
宇
奈
月
館
」
を

新
築
し
た
こ
と
、「
不
老
館
」「
洗
心
館
」、

運
動
場
と
花
園
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
て
お
り
、
開
湯
当
時
の
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
（
整
理
番
号D

–26–15

）。

　
『
富
山
県
統
計
書
』の
鉄
道
旅
客
及
び

貨
物
等
の
統
計
か
ら
、
宇
奈
月
駅
の
旅

客
人
数
を
み
る
と
、
大
正
十
三
年
は
約

七
万
人
で
し
た
が
、
翌
年
は
十
一
万
人
、

昭
和
十
年（
一
九
三
五
）に
は
二
十
三
万

人
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
発
電

所
の
工
事
関
係
者
、
ま
た
黒
部
の
大
自

然
や
温
泉
を
楽
し
む
観
光
客
が
増
加
し

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
昭
和
初
期
、
皇
族
の
宇
奈
月
温

泉
宿
泊
対
応
に
関
す
る
資
料
が
複
数

残
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
八
年
十
月
、
梨な

し

本も
と
の
み
や宮
（
当
時
の

陸
軍
元
帥
）
が
宿
泊
し
た
と
き
の
資
料

は
そ
の
な
か
の
一
つ
で
、
延
対
寺
別
館

の
間
取
り
や
、
女
将
の
延
対
寺
み
よ
が
、

梨
本
宮
の
浴
衣
の
サ
イ
ズ
を
問
い
合
わ

せ
た
書
簡
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
整
理
番

号B
–42–8

）。

　

し
か
し
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、

宇
奈
月
の
温
泉
街
は
一
変
し
ま
す
。

　

昭
和
十
三
年
、
傷
痍
軍
人
の
温
泉
療

養
が
宇
奈
月
に
も
委
託
さ
れ
、
翌
十
四

年
に
は
傷
痍
軍
人
温
泉
療
養
所
が
竣
工

さ
れ
ま
し
た
。
の
ち
に
国
有
と
な
り
、

十
九
年
に
は
失
明
傷
痍
軍
人
寮
と
な
り

ま
し
た
（「
富
山
県
報
」
通
牒
な
ど
）。

　

ま
た
東
京
盲
学
校
の
学
生
た
ち
が
恒

春
館
に
疎
開
し
た
り
、
蒲
田
新
宿
国
民

学
校
の
子
供
た
ち
が
学
童
疎
開
し
、
延

対
寺
別
館
、
富
山
館
、
宇
奈
月
館
、
河

内
屋
、
金
山
館
を
学
寮
と
し
て
、
親
元

を
離
れ
て
過
ご
し
た
り
し
ま
し
た

（
整
理
番
号G

–6–1

）。

　

宇
奈
月
温
泉
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に

か
け
て
様
々
な
人
々
が
訪
れ
た
歴
史
を

も
つ
温
泉
と
も
い
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
訪
れ
る
私
た
ち
を
温
か
く
癒
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
参
考
文
献
：『
追
録
宇
奈
月
町
史 

歴

史
編
』、
須
山
盛
彰
『
富
山
県
に
お
け

る
学
童
集
団
疎
開
』
ほ
か
）

資
料
整
理
室
よ
り

宇
奈
月
温
泉
開
湯
百
年

宇
奈
月
温
泉
開
湯
百
年

宇
奈
月
温
泉
開
湯
百
年

宇
奈
月
温
泉
開
湯
百
年

宇
奈
月
温
泉
開
湯
百
年

昭和8年（1933）延対寺別館平面図（整理番号Bー42ー8）昭和11年（1936）引湯橋付平面図（整理番号Hー188ー14）
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　「
富
山
縣
廰
」「
鎮
地
」

「
昭
和
九
年
三
月
」
と
刻

ま
れ
た
古
銭
の
よ
う
な
も

の
が
手
元
に
あ
り
、
地
鎮
祭
の
記
念
品

と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
く
知
り
た
い
。

併
せ
て
県
庁
舎
の
変
遷
に
つ
い
て
も
教

え
て
ほ
し
い
。

　

昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）

三
月
六
日
午
前
十
時
三
十

分
に
富
山
市
総
曲
輪
の
県

庁
本
館
二
階
中
央
か
ら
出
火
し
、
県
庁

舎
の
大
部
分
が
消
失
し
ま
し
た
。
当
時
、

県
庁
舎
の
再
建
に
つ
い
て
は
、
高
岡
移

転
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
三
月
十
八
日

の
県
参
事
会
で
仮
庁
舎
を
富
山
市
内
に

建
設
す
る
予
算
案
が
可
決
さ
れ
、
九
月

に
富
山
県
立
高
等
女
学
校
敷
地
内
に
仮

庁
舎
を
建
設
し
て
移
転
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
県
庁
舎
（
現
本
館
）
は
、
現

在
の
場
所
で
九
年
三
月
十
五
日
に
地
鎮

祭
・
起
工
式
を
行
い
、
翌
十
年
八
月

十
七
日
に
竣
工
し
て
い
ま
す
。

　

お
尋
ね
の
古
銭
の
よ
う
な
も
の
と
は
、

地
鎮
祭
の
記
念
品
と
し
て
工
業
試
験
場

で
作
製
さ
れ
た
文
銭
（
二
個
セ
ッ
ト
）

で
、
千
組
が
用
意
さ
れ
、
招
待
者
お
よ

び
関
係
者
に
配
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
し
い
県
庁
舎
は
、
堅
牢
さ
と
実
用

性
を
重
視
し
、
東
洋
趣
味
を
加
味
し
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四
階
建
て
で
、

国
会
議
事
堂
や
山
口
県
庁
の
設
計
に
も

携
わ
っ
た
大
蔵
省
工
務
部
長
の
大
熊
喜

邦
が
監
修
し
ま
し
た
。
県
民
の
利
便
性

の
向
上
を
は
か
り
県
行
政
の
中
心
と
し

て
相
応
し
い
場
所
と
し
て
、
神
通
川
改

修
工
事
で
で
き
た
廃
川
地
に
建
築
さ
れ

ま
し
た
。
金
融
恐
慌
に
続
く
昭
和
恐
慌

の
た
め
当
時
の
県
の
財
政
状
況
は
厳
し

く
、
総
工
費
百
三
十
万
円
は
昭
和
八
年

度
か
ら
三
か
年
か
け
て
支
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
時
の
斉
藤
樹
知
事
は
地
鎮
祭
・
起

工
式
の
式
辞
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。
前
年
の
昭
和
八
年
で
置
県

五
十
年
を
迎
え
た
こ
と
に
加
え
、
飛
越

線
の
開
通
、
伏
木
港
・
東
岩
瀬
港
の
改

修
工
事
の
完
成
、
北
鮮
航
路
の
開
設
な

ど
を
挙
げ
、
来
る
昭
和
十
年
は
、
内
は

大
工
業
県
の
建
設
に
、
外
は
対
満
貿
易

の
振
興
に
画
期
的
な
飛
躍
の
第
一
歩
の

年
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
県
庁
舎
が
、

県
政
中
枢
の
殿
堂
と
な
り
、
県
民
福
祉

の
淵
源
と
し
て
大
富
山
県
建
設
の
基
礎

と
な
る
た
め
に
、
県
民
が
一
致
協
力
し

て
寄
与
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
新
総
曲
輪
の
地

に
建
設
さ
れ
た
富
山
県
庁
舎
本
館
は
四

代
目
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
も

移
転
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
県
庁

舎
の
建
設
地
を
中
心
に
変
遷
を
た
ど
っ

て
み
ま
す
。

　
◇
初
代
「
旧
本
丸
御
殿
」
庁
舎

①
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
、
廃

藩
置
県
に
よ
り
富
山
県
が
設
置
さ
れ
、

富
山
藩
の
藩
庁
で
あ
っ
た
富
山
城
の
旧

本
丸
御
殿
が
県
庁
舎
と
な
る
。

②
十
一
月
、
富
山
県
が
廃
止
さ
れ
新
川

県
と
な
る
。

③
五
年
三
月
、
新
川
県
庁
が
魚
津
の
旧

加
賀
藩
郡
代
役
所
に
設
置
さ
れ
る
。

④
六
年
九
月
、
県
庁
が
再
び
富
山
城
址

（
旧
本
丸
御
殿
）
に
戻
る
。

⑤
九
年
四
月
、
新
川
県
が
廃
止
さ
れ
、

石
川
県
に
統
合
さ
れ
る
。

⑥
五
月
、
旧
新
川
県
庁
舎
に
官
員
派
出

所
が
設
置
さ
れ
、
九
月
、
富
山
支
庁
と

改
称
さ
れ
る
。

⑦
十
一
年
十
二
月
、
富
山
支
庁
が
廃
止

さ
れ
る
。

⑧
十
五
年
六
月
、
富
山
城
址
が
公
園
に

な
る
。

⑨
十
六
年
五
月
九
日
、
太
政
官
布
告
に

よ
り
、
石
川
県
か
ら
富
山
県
が
独
立
す

る
。
初
代
県
令
（
の
ち
県
知
事
）
に
国

重
正
文
が
就
任
す
る
。
七
月
、
富
山
県

庁
が
富
山
公
園
地
（
旧
本
丸
御
殿
）
に

仮
設
さ
れ
る
。

⑩
十
八
年
一
月
、
仮
設
の
庁
舎
が
正
式

に
県
庁
舎
と
な
る
。
富
山
公
園
地
（
旧

富
山
城
址
）
は
富
山
県
庁
地
と
改
称
さ

れ
る
。

　
◇
二
代
目
「
富
山
市
山
王
町
」
庁
舎

①
三
十
二
年
四
月
、
県
庁
舎
が
富
山
市

山
王
町
五
番
地
（
日
枝
神
社
跡
）
に
移

転
さ
れ
る
。

②
三
十
二
年
八
月
十
二
日
、
富
山
市
中

野
新
町
よ
り
出
火
し
、
県
庁
及
び
県
会

議
事
堂
が
焼
失
す
る
。
直
ち
に
、
富
山

市
総
曲
輪
の
県
師
範
学
校
内
に
仮
庁
舎

が
開
設
さ
れ
る
。

③
八
月
二
十
五
日
、
仮
庁
舎
が
富
山
市

梅
沢
町
の
大
法
寺
境
内
に
移
転
さ
れ
る
。

　
◇
三
代
目
「
富
山
市
総
曲
輪
」
庁
舎

①
三
十
三
年
七
月
、
県
庁
舎
が
富
山
市

総
曲
輪
旧
城
内
に
新
築
さ
れ
、
同
日
よ

り
業
務
を
開
始
す
る
。

②
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
六
日
、

県
庁
本
館
二
階
か
ら
出
火
し
て
、
県
庁

舎
の
大
部
分
が
消
失
す
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー

地鎮祭記念品
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富山県公文書館 デジタルアーカイブ を
一般公開しました

　令和５年４月から富山県公文書館デジタルアーカイブを一般公開しました。県民の皆様には、是非
ご活用いただき、郷土の歴史や当館所蔵の地域史料に関心を持っていただければ幸いです。ここでは、
概要と使い方の一部を紹介します。なお、詳細については、下記のヘルプページをご参照ください。

■当館刊行の歴史文書目録及び公開可能な所蔵資料をデータベース化し公開するものであり、史資料の目録情
報の検索が可能です。当館所蔵資料の閲覧の予備調査としてご利用ください。

■デジタルデータ化した史資料については、デジタル画像等にて内容をご覧いただけます。公開画像は、現在
一部の史資料についてのみとなっていますが、順次増やしていく予定です。なお、公開しているデジタル画
像等はオープンデータとして自由に利用いただけます。

■他機関との連携として、国立公文書館デジタルアーカイブ横断検索及びジャパンサーチ（国立国会図書館運
営）と連携しています。

https://www.pref.toyama.jp/1147/kensei/kouhou/1147/tpada_help.html

富山県公文書館デジタルアーカイブについて

概 　 要

　件名詳細情報画面において、件名情報の下方に「IIIFビューワ」ボタンが表示されているものに関しては、
ボタンを押下することで、別ウィンドウが立ち上がり、件名に関連づいた史資料の画像を高精細でご覧いた
だくことができます。拡大表示させて閲覧することが可能です。

件名詳細情報画面の例）件名：安政五年越中立山大鳶崩れ洪水全図　　文書（簿冊）名：大杉家文書

使 い 方 史資料の高精細画像の表示

別ウィンドウ
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七
十
三

令
和
五
年
七
月
三
日
発
行

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.pref.toyama.jp/1147/kensei/kouhou/1147/

4 5 6 7 8 9 10 11 12月

歴史講座

古文書教室
入門コース

企画展
講演会

古文書教室
初級コース

展　示

催事

講師／河西　健二氏・鈴木　景二氏
　　　細木ひとみ氏・木越　隆三氏
　　　城岡　朋洋氏

■公文書館催し物案内

７⁄26 ㈬～８⁄3㈭

６⁄８
６⁄15
６⁄22
６⁄29

㈭
㈭
㈭
㈭

（募集）

９⁄13 ㈬～９⁄21 ㈭

10⁄18 ㈬
10：00～

（募集）

企画展

講　師／布村　徹 氏（越中史壇会会員）
テーマ／「富山における近代教育の幕開け
　　　　　  ー県内最初の小学校が開校して150年ー」

富山県置県140年記念 国立公文書館所蔵資料展
「日本の近代教育のあゆみと富山」

※企画展中は土・日・祝日も展示室を公開します。

10⁄５㈭～11⁄７㈫

　　常設展……テーマ「富山県の誕生と県政の動き」

９⁄７
９⁄14

㈭
㈭

10⁄12
10⁄19
10⁄26

㈭
㈭
㈭

11⁄２㈭

８⁄31㈭
８⁄24㈭

５⁄25㈭

　

富
山
県
公
文
書
館
で
は
、
古
文
書
な

ど
の
歴
史
資
料
を
保
存
し
、
県
民
の
皆

様
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
古
い
資
料
の
保
管

や
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
の
ご
相
談
な

ど
、
お
気
軽
に
公
文
書
館
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

古
文
書
の
情
報
を

　
　
　
　
　

求
め
て
い
ま
す

古
文
書
の
情
報
を

　
　
　
　
　

求
め
て
い
ま
す

企
画
展
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
企
画
展
は
、「
日
本
の
近

代
教
育
の
あ
ゆ
み
と
富
山
」
で
す
。

　

富
山
県
は
、
令
和
五
年
五
月
九
日
に

置
県
百
四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
十
二
・
十
三
日
に
は
Ｇ

７
教
育
大
臣
会
合
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、

本
県
教
育
の
現
在
の
取
り
組
み
を
国
内

外
に
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
わ
が
国
及
び
本
県
が
近
代

化
を
進
め
た
時
代
を
「
教
育
」
の
視
点

か
ら
振
り
返
る
企
画
展
を
開
催
し
、
現

在
の
教
育
の
礎
と
な
っ
た
制
度
や
郷
土

の
先
人
た
ち
の
教
育
に
か
け
る
思
い
を

県
民
の
皆
様
に
紹
介
す
る
機
会
と
し
ま

す
。

　
我
が
国
の
教
育
制
度
の
変
遷
と
制
度

制
定
当
時
の
時
代
状
況
が
わ
か
る
国
立

公
文
書
館
の
所
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
近
代
に
お
け
る
富
山
県
の
教

育
の
状
況
や
、
学
校
の
開
設
な
ど
に
関

わ
り
教
育
の
発
展
に
尽
力
し
た
郷
土
の

人
物
な
ど
を
、
当
館
所
蔵
資
料
及
び
県

内
各
所
の
関
連
資
料
を
通
し
て
紹
介
し

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
開
催
期
間

　
　
　
　

十
月
五
日
〜
十
一
月
七
日
）
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